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　ＶＥＲＡ局間の基線長を測定する測地観測が２００４年１１月２日～３日にかけて行われ、ＶＥＲＡ各局の局位置の計測に

初めて成功しました。観測は測地観測用に開発されたＳ／Ｘ受信機の出力をＤＩＲ－２０００に１ギガビット毎秒の速さで記

録するモードで行われ、三鷹のＦＸ相関器で相関処理されました。相関データを解析した結果、典型的な誤差として水平方向

で２～３ｍｍ、鉛直方向で１１ｍｍ程度で局位置が決定されました。また、今回の観測で得られた局位置と、これまでにＧＰ

Ｓで計測された局位置を比較した結果、水平方向で１ｃｍ程度、鉛直方向で４ｃｍ程度の精度で一致していることも確認され

ました。今後は、月１～２回の測地観測を定常的に行うことで局位置の決定精度を向上させ、ＶＥＲＡの位置天文計測に必要

な２ｍｍ台の位置精度を達成してゆく予定です。

（左）法政大と共同で開発されたＳ／Ｘ受信機。　　　　（右）入来局の位置決定誤差楕円体。鉛直成分の誤差が

� � � � � � � � � � 大きいのは大気遅延とクロックの分離が悪いため。

ＶＥＲＡ局間の測地観測に成功


